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　建築空間に存在する開口部は、主に動線や視線、光や風などが出入りする場所と
して用いられる。その開口部が奥行をもつことで、屋内外の緩衝域や人の滞在場所、
小物を置いて飾り立てる場所として機能し、建築の内外の関係を調整しデザインす
る役割を担うものとなる。例えば、ヨーロッパ諸国の組積造建築は、厚い壁に穿た
れた奥行のある開口部に植栽やベンチなどを設置し、外部とのコミュニティを生み
出すきっかけを有していた。柱梁の構成から成る日本の木造伝統住宅も、架構にド
マや縁側が付随することで奥行感が発生し、その中間領域によって内外の境界をコ
ントロールしていた。しかし、今日の住宅密集地に建つ住宅は、周囲のプライバシー
を意識するあまり、塀や壁などで内外の境界を強める傾向にある。周囲から適度な
距離を確保する事は必要ではあるが、必ずしも周辺環境との関係を断ち切った生活
が豊かな暮らしであるとは言えない。以上の背景から、奥行感のある開口部とその
まわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係や、室同士の繋がりを作
り出す住宅設計手法の導出を目的とする。
　第１章では、上述した背景と目的に加え、奥行感のある開口部まわりの変遷を気
候風土の異なる２つのエリアから明示し、本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定
義した。それに基づき、近代以降の建築作品を対象に３５作品の事例抽出を行った。
以上を踏まえ、奥行感のある開口部まわりの分析視点として「奥行感の現れ方」と「機
能」の２つを抽出した。
　第２章では、奥行感の現れ方の類型化を行った。壁や屋根に対し、格子や出窓等
の物理的に存在する開口部まわりを「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在す
る開口部まわりを「心理的奥行感」と定義した。
　第３章では、奥行感のある開口部まわりの機能に注目し、抽出事例を「環境的機能」
「視覚的機能」「空間的機能」に類型化した。「環境的機能」は「光」「風」「熱」に分
類することができ、ライトシェルフやウインドキャッチャーとして機能する事例な
どが確認できた。「視覚的機能」は「視線の調整」「開口部自体の見え方」「景色の見
え方」に分類することができ、視線の誘導やピクチャウインドウとして機能する事
例などが確認できた。「空間的機能」は「身体行為」「領域」に分類することができ、
什器や階段と一体化する事例や屋内外の境界を曖昧化させる事例などが確認できた。
以上、奥行感のある開口部まわりの機能を明らかにした。
　第４章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類型化した「機能」
の組合せによって、外部 / 室空間に与える影響を明示した。外部のみに影響を与え
る操作を「外」、外部と室へ影響を与える操作を「外・室」、室のみに影響を与える
操作を「室」として次の①〜⑧を得た。
　分析結果として「外」においては、①「開口部の見かけの大きさ」は、テーパー
加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、開口部の大きさや位置を調整し、立面
に統一感やリズムを生み出すことができる。②「立体的なファサード」は、大きな
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出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を顕在化させることで、立面に内部
の空間構成を表現することができる。
　次に「外・室」においては、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用いて、
交わる視線の入射角を制限する。③−２「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾け
ることで、可視方向を調整する。④「領域の延長 / 引込み」は、内部空間を外部へ
延長して生活シーンを展開する操作や、外部空間を内部へ引込み内外の境界を曖昧
化する操作が確認できた。
　最後に「室」においては、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリットの側面、
湾曲した壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口部を創出する。⑥「複層
の壁 / 屋根」は、壁や屋根をダブルスキンとすることで、通気層やサンルーム等の
熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。⑦−１「開口部の分割」は、
機能を振り分け、動線や光、風などの通過する要素を限定することができる。⑦−
２「開口部の統合」は、各室の開口部を一体化することで室同士を繋ぎ、動線機能
の担保や通風を行うことができる。⑧「開口部まわりの空間化」では、什器の補完
などにより、単一の室空間内に個々の行為に対応する場所が発生し、家族間にも適
度なプライバシーと一体感を与える。以上、外部 / 室空間に対しての効果的な操作
とその影響を示した。
　第５章では、前章までの分析を踏まえ、奥行感のある開口部まわりを効果的に使
用し、良好な屋内外の関係や、室同士の繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計
を行った。異なる周辺環境の条件に応答する為、敷地面積や建ぺい率が対照的な「都
心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」の２案を提示し、奥行感のある開口部ま
わりの有効性を示した。
　第６章では、分析と設計提案についての総括と展望を示し、今後の奥行感のある
開口部まわりを用いた設計手法を提示した。
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図１　組積造建築 ( 左 ) と木造伝統住宅 ( 右 ) の開口部まわり
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　建築空間に存在する開口部は、主に動線や視線、光や風などが出入りする場所と
して用いられる。その開口部が奥行をもつことで、屋内外の緩衝域や人の滞在場所、
小物を置いて飾り立てる場所として機能し、建築の内外の関係を調整しデザインす
る役割を担うものとなる。例えば、ヨーロッパ諸国の組積造建築は、厚い壁に穿た
れた奥行のある開口部に植栽やベンチなどを設置し、外部とのコミュニティを生み
出すきっかけを有していた。柱梁の構成から成る日本の木造伝統住宅も、架構にド
マや縁側が付随することで奥行感が発生し、その中間領域によって内外の境界をコ
ントロールしていた ( 図１)。しかし、今日の住宅密集地に建つ住宅は、周囲のプラ
イバシーを意識するあまり、塀や壁などで内外の境界を強める傾向にある。周囲か
ら適度な距離を確保する事は必要ではあるが、必ずしも周辺環境との関係を断ち切っ
た生活が豊かな暮らしであるとは言えない。以上の背景から、奥行感のある開口部
とそのまわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係や、室同士の繋が
りを作り出す住宅設計手法の導出を目的とする。
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１−１　奥行感のある開口部の変遷
　気候風土が異なる地域を対象とするため、本研究では、ヨーロッパ諸国と温帯モ
ンスーン地域に含まれる日本の２つのエリアから奥行感のある開口部まわりの変遷
を明らかにする。
　西洋において、S 造や RC 造が導入される近代以前の建築は、多くが組積造であっ
た。組積造の建築は、開口部を開けることが構造を弱体化させる要因になる為、開
口部の大きさや個数は制限されていた。壁の小さな穴が、室内に光を取り込む唯一
の場所であった為、開口部付近で居住者の行為が展開されていた。壁の厚さを生か
して、アルコーブ ( 図２) やニッチ ( 図３) などの空間が生まれ、植栽やベンチなどが
置かれた。１５世紀には、屋根裏の採光と外観デザインを目的としたドーマー窓 ( 図
４) が出現した。１７世紀には、ファサードから張り出すことで立面のデザインや採
光を行う角形出窓 ( 図５) と弓形出窓、オリエル窓が出現 ( 図６) した。技術革新に
よって、ガラスの品質が向上し、サッシが細くなっていく中で、１８世紀中期に再
出現した角形出窓は自然を眺めるための窓として用いられた。西洋において従来の
住宅は、過酷な自然環境から人を守る場所として建てられていたので、内部と外部
は切り離して考えられていた。この角形出窓の再出現によって、外に広がる自然の
景色を眺める機能を獲得した。２０世紀初頭に、コルビュジエが「近代建築の５原
則」を提唱すると共に、壁面に穿つ開口部の制限が解消された。壁は薄くなり、照明・
空調設備の発達も相まって、外部環境に囚われることなく設計可能となった。一方で、
空間に与える開口部の影響は以前と比べると弱まってしまった。この状況に対して、
コルビュジエは晩年の作品で、ブリーズソレイユ ( 図７) や印象的な光を取り込むな
どの開口部を効果的に用いた設計を行っている。
図２　アルコーブ
図５　角形出窓
図３　ニッチ
図６　オリエル窓
図４　ドーマー窓
図７　ブリーズソレイユ
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
10
第１章　奥行感のある開口部まわり
　冬の寒さが厳しい北欧では開口部は外気を遮断しながら採光を行う機能を担って
いた。対して、日本の夏季や東南アジア諸国は蒸暑気候下にある為、開口部は通風
や日射遮蔽の機能を担っていた。その結果、外部に対して開放的な印象を与えると
共に、開口部を通して生活シーンが街路に展開し、開口部まわりに内外を繋ぐ中間
領域が発生している。
　さらに、日本に焦点を当てると、木造伝統建築は柱梁の構成の為、組積造のよう
に壁に穴を穿つ必要がなく、フレーム自体が開口部となる。日本の窓の起源が「間戸」
であるように、架構の間に、可動式の戸を入れることで内外の境界を調整していた。
組積造の厚い壁から発生する「物理的奥行」に対して、架構自体には奥性は発生し
ていないが、縁側 ( 図８) やドマ等 ( 図９) の曖昧な中間領域と一体化することで、「心
理的奥行感」を醸成している。木造伝統建築の「物理的奥行」は、開口部に取り付
けられる付属物が挙げられる。格子 ( 図１０) はデザインによってその家の職業や商
売を示す。蔀戸 ( 図１１) は通り側へ回転すれば庇となり、通風・採光の調整が行わ
れた。１５世紀頃に誕生した書院造 ( 図１２) は建物の隅から濡れ縁に張り出すもの
が多く、書物を読み書きする為だけではなく、生活用品を置き飾り立てる場所や、
庭園を眺める場所として使用された。１６世紀頃に存在したばったり ( 図１３) はミ
セに取り付けられた板を通り側に倒すことで空間を延長し、商品の陳列や作業場と
して機能した。小川を住戸内に引き入れ、家庭用水として使う台所はとば ( 図１４) は、
屋内に擬似的な屋外空間を創出している。出窓サッシ ( 図１５) は、条件を満たせば
床面積に算入されない為、戦後直後の狭小住宅において広く普及した。
図８　縁側
図１１　蔀戸
図１４　台所はとば
図９　ドマ
図１２　書院造
図１５　出窓サッシ
図１０　格子
図１３　ばったり
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図１６　奥行感のある開口部まわりの変遷
１−２　奥行感のある開口部の歴史的考察
　前項より、西洋の組積造建築は、厚い壁による「物理的奥行」を持つ開口部に、ニッ
チやアルコーブ等の空間が生まれ、人々の行為が展開していた。１８世紀の角形出
窓は、技術革新も相まって西洋の住宅に自然と人を繋ぐ視点を与えた。日本の木造
伝統建築は、ドマや縁側等の「心理的奥行感」を持つ開口部により、内外の境界を
調整している。木造伝統建築の「物理的奥行」はその多くが開口部に取り付けられ
る付属物で、屋外に対して立体的な印象を与えると共に、視線の調整や室内機能を
補完している ( 図１６)。
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図１８　機能の分析視点
図１７　奥行感の現れ方の分析視点
　以上、奥行感の発生パターンとして「物理的奥行」と「心理的奥行感」の２種類
を抽出した。本研究ではこれらを「奥行感の現れ方」と呼び、分析視点の１つとす
る ( 図１７)。
　また、奥行感のある開口部まわりの「機能」を分析すると、通風・採光等の「環
境的機能」、視線の操作等の「視覚的機能」、室機能の補完等の「空間的機能」の３
つに分類することができる ( 図１８)。
心理的奥行感のある開口部まわり
物理的奥行のある開口部まわり
視覚的機能 空間的機能環境的機能
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１−３　本研究で扱う範囲の定義
　本研究で扱う奥行感のある開口部まわりは、屋内外の境界に存在する開口部とそ
れに付随する建築部位を範囲とし、前項から抽出した「物理的奥行のある開口部ま
わり」から、「心理的奥行感のある開口部まわり」までを範囲とし研究を行う ( 図
１９)。
第１章　奥行感のある開口部まわり
図１９　本研究で扱う範囲の定義
心理的奥行感のある開口部まわり物理的奥行のある開口部まわり
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１−４　事例抽出
　建築雑誌・作品集に載る近代以降の建築作品を対象に、奥行感のある開口部まわ
りを効果的に用いた事例を抽出する。同じ特徴を持つ事例が複数ある場合、その中
で代表的な事例を１つ選出し、日本で１４作品、海外で２１作品、計３５作品を抽
出した ( 表１)。
第１章　奥行感のある開口部まわり
表１　抽出事例一覧　( 参考文献一覧は P80)
設計者 参考文献竣工年建築名No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
ルイス・バラガン
ルイス・バラガン
ル・コルビュジエ
ル・コルビュジエ
グレン・マーカット
グレン・マーカット
ジミー・リム
スタジオムンバイ
ジーグルド・レベレンツ
ピュー＋スカルパ
中村拓志
フランク・ロイド・ライト
ポール・ルドルフ
カルロ・スカルパ
ヴェクター・アーキテクツ
エンリック・ミラーリェス＋
ベネデッタ・タヅリアブエ
カール・ヴィゴ・ホルムバック
ルイス・カーン
ヨーン・ウツソン
アルヴァ・アアルト
ユリアン・ランペンス
ユハ・レイヴィスカ
千葉学
千葉学
西沢大良
西沢大良
アトリエ・ワン
アトリエ・ワン
アトリエ・ワン
玉置順
玉置順
武井誠＋鍋島千恵
御手洗龍
早草睦惠
丸山弾
w1
w1
w2
w2
w2
w2
w2
w2
w2
w3
w4
w5
w6
w7
au
au
au
au
au
au
au
au
sk
sk
jt
jt
jt
jt
jt
jt
jt
jt
jt
jt
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2000
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2000
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2004
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2006
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2002
2003
1998
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ルナ邸
バラガン邸
ロンシャンの礼拝堂
母の家
アーサー＆イヴォンヌ・ボイド・アート
センター宿泊棟
フレッチャー・ペイジ邸
フランシス・フー邸
ターラ邸
聖ペトリ教会
アーティストのアトリエ
Dancing trees, Singing birds
ジマーマン邸
マイラム邸
アカデミア美術館
海辺の図書館
ラ・クロータの住宅改築
アスカー火葬場の霊安室
フィッシャー邸
キャン・リス
マイレア邸
ハウス・ファンデンハウテ・キーブームス
マンニスト教会
STUDIO 御殿山
八ヶ岳の別荘
宇都宮のハウス
板橋の住宅
ノラハウス
ダスハウス
ガエハウス
ラッパ
トウフ
オビの家
マドノスミカ
森のドールハウス
永山の家
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１−５　小結
　奥行感のある開口部まわりの変遷を気候風土の異なる２つのエリアから明示し、
本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定義した。それに基づき、近代以降の建築作
品を対象に３５作品の事例抽出を行った。以上を踏まえ、奥行感のある開口部まわ
りの分析視点として「奥行感の現れ方」と「機能」の２つを抽出した。
第１章　奥行感のある開口部まわり
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
16
第２章　奥行感の現れ方
第２章　奥行感の現れ方
２−１　物理的奥行
２−２　心理的奥行感
２−３　小結
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　前章から導出した「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、奥行感の具体的な現
れ方を抽出事例から分析し、類型化する ( 図２０)。壁や屋根に対し、格子や出窓等
の物理的に存在する開口部まわりを「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在す
る開口部まわりを「心理的奥行感」と定義した。
２−１　物理的奥行
　格子や蔀戸等の開口部に取り付ける「付属物」や、外に張り出した出窓や天窓等
の「張り出し」、厚い壁に設けられたアルコーブやニッチ等の「厚い壁」に分類した。
２−２　心理的奥行感
　ドマや縁側等の領域を浸透させることで、内外が曖昧な中間領域が開口部に付随
している「領域の浸透」、多層のレイヤーによって奥行感を生み出す「多層レイヤー」
に分類した。
２−３　小結
　「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、具体的な現れ方の類型化を行った。
第２章　奥行感の現れ方
第２章　奥行感の現れ方
図２０　奥行感の現れ方に関する事例分析
物理的奥行
付属物
張り出し
厚い壁
領域の浸透
多層レイヤー
心理的奥行感
インナーテラス
縁側 はとば
ダブルスキン /入れ子
屋内緑化ドマ
アルコーブ
格子 ばったり蔀戸
出窓
ニッチ
天窓
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第３章　機能
第３章　機能
３−１　環境的機能
　−１−３　熱
　−２−２　開口部自体の見え方
　−３−２　領域
３−４　小結
　−１−１　光
３−２　視覚的機能
　−２−３　景色の見え方
　−１−２　風
　−２−１　視線の調整
　−３−１　身体行為
３−３　空間的機能
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　抽出事例を、第１章より導出した奥行感のある開口部まわりの「機能 ( 環境的機能 )
( 視覚的機能 )( 空間的機能 )」の分析視点から、それぞれの類型化を行う ( 図２１)。
第３章　機能
第３章　機能
図２１　機能に関する事例分析 （番号は表１: 抽出事例に該当）
1:見込部分の操作 3:見込部分の操作 29: 天空光
16: 間接光 15: 間接光 13:ブリーズソレイユ 35:ライトシェルフ
14:入隅側面からの採光
26: 熱の緩衝域
32: 階段と一体化 33:吹抜けと一体化 11:外部環境に起因
31: 小上がり33: 机 35: ベンチ8: ベッド 34:キッチン/手洗い 9: 収納
21:垂れ壁の領域形成 5:間仕切り壁を収納 12:領域の曖昧化
光
環境的機能
視覚的機能
空間的機能
風
熱
視線の調整
開口部自体の見え方
景色の見え方
身体行為
領域
5:ウインドキャッチャー 18:風取り用の窓 27:ソーラーチムニー
3: 大きさの錯覚 3: 開口部の細分化
26: 開口部のズレ 19: 視線の誘導
28:(鏡)視線の操作 4:ピクチャウインドウ23:(鏡)実像と虚像の混在
2:象徴性 20:リズム 10: 貫入 7: 立体的
30:外からの視線の制御
11:内部行為の顕在化
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凡例
３−１　環境的機能
３−１−１　光
　光に関しては、見込部分を効果的に用いて光の入り方を操作する事例や、窓枠を
延長して光を反射させることで、室内の奥まで光を届ける事例、面をずらすことで、
その間から天空光を取り入れる事例が確認できた。（図２２）
第３章　機能
図２２　環境的機能：光
1: 3: 29:
16: 15: 13: 35:
14:
光
ルナ邸
見込部分の操作
ラ・クロー タの住宅改築
間接光
海辺の図書館
間接光
マイラム邸
ブリーズソレイユ
永山の家
ライトシェルフ
ロンシャンの礼拝堂
見込部分の操作
アカデミア美術館
入隅側面からの採光
ガエハウス
天空光
作品番号 :
建物名
具体的な機能
機能
建物写真
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第３章　機能
３−１−２　風
　風に関しては、ウインドキャッチャーやソーラーチムニーとして機能する事例、
開口部が分割され、風取り用の窓が設けられた事例が確認できた。（図２３）
３−１−３　熱
　熱に関しては、開口部をダブルスキンとすることで、熱のバッファーゾーンを設
ける事例が確認できた。（図２４）
図２３　環境的機能：風
図２４　環境的機能：熱
26:
熱
板橋の住宅
熱の緩衝域
5: 18: 27:
風
アー サー ＆イヴォンヌ・
ボイド・アー トセンター
宿泊棟
ウインドキャッチャー
フィッシャー邸
風取り用の窓
ノラハウス
ソーラーチムニー
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３−２　視覚的機能
３−２−１　視線の調整
　複層に重なる開口部を意図的にずらすことで視線をコントロールする事例や、壁
面から大きく張り出すことで外部からの視線を制御する事例、張り出す方向を傾け
ることで視線を誘導する事例が確認できた。（図２５）
３−２−２　開口部自体の見え方
　壁面に大きな開口部を設けることで象徴性を持たせる事例や、複数の開口部によっ
てリズムを生み出す事例、見込部分をテーパー加工とすることで、大きさを錯覚さ
せる事例、内部の行為が外部へ顕在化する事例が確認できた。（図２６）
第３章　機能
図２５　視覚的機能：視線の調整
図２６　視覚的機能：開口部自体の見え方
26: 19:30:
視線の調整
板橋の住宅
開口部のズレ
ラッパ
外からの視線の制御
キャン・リス
視線の誘導
11:
Dancing trees,
Singing birds
3: 3:
2: 20: 10: 7:
開口部自体の見え方
バラガン邸
象徴性
内部行為の顕在化
ロンシャンの礼拝堂
大きさの錯覚
ロンシャンの礼拝堂
開口部の細分化
マイレア邸
リズム
アーティストのアトリエ
貫入
フランシス・フー邸
立体的
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第３章　機能
３−２−３　景色の見え方
　見込部分を鏡面仕上げにすることで、虚像を生み出す事例や、外の景色を縁取る
額縁として機能する事例が確認できた。（図２７）
図２７　視覚的機能：景色の見え方
28: 4:23:
景色の見え方
ダスハウス
(鏡)視線の操作
STUDIO 御殿山
(鏡)実像と虚像の混在
母の家
ピクチャウインドウ
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３−３　空間的機能
３−３−１　身体行為
　窓台が延長し、ベンチや机、ベッドなどと一体化する事例が多く見られた。室内
同士の厚い壁に設ける事例、外壁においては外に張り出すパターンとアルコーブ状
にするパターンが確認できた。（図２８）
第３章　機能
図２８　空間的機能：身体行為
31:
33:
35:
8: 34: 9:
身体行為
ターラ邸
ベッド
トウフ
小上がり
永山の家
ベンチ
森のドールハウス
キッチン/手洗い
聖ペトリ教会
収納
マドノスミカ
机
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３−３−２　領域
　階段や吹抜けと一体化している事例や、垂れ壁や可動間仕切りによって領域形成
する事例、外部環境を室内へと延長させることで、内外の境界を曖昧化させる事例
が確認できた。（図２９）
第３章　機能
図２９　空間的機能：領域
32: 33: 11: 21:
5: 12:
領域
マドノスミカ
吹抜けと一体化
オビの家
階段と一体化
間仕切り壁を収納
ジマーマン邸
領域の曖昧化
Dancing trees,
Singing birds
外部環境に起因
ハウス・ファンデンハウテ
・キー ブー ムス
垂れ壁の領域形成
アー サー ＆イヴォンヌ・
ボイド・アー トセンター
宿泊棟
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３−４　小結
　　奥行感のある開口部まわりの「機能」に注目し、抽出事例から類型化を行った。
平面的な開口部には備わっていない奥行感のある開口部まわりの機能を明らかにし
た。
第３章　機能
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第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
４−１　外
４−４　小結
４−２　外・室
４−３　室
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
28
　本章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類型化した「機能」
の組合せによって、外部 / 室空間に与える影響を明らかにする（図３０）。外部のみ
に影響を与える操作を「外」、外部と室へ影響を与える操作を「外・室」、室のみに
影響を与える操作を「室」として、①〜⑧の操作を抽出した。
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
空間
第２章：現れ方 第３章：機能 第４章：外部 /室空間に与える影響
現れ方と機能の組合せ 与える影響
①開口部の見かけの大きさ
立面に統一感を与える
見かけの大きさ
実際の大きさ
リズム大きさの錯覚
厚い壁
張り出し
外
図３０　外部 / 室空間に与える影響に関する事例分析
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４−１　外
　「外」に関しては、ファサードに対しての操作が分析できる。①「開口部の見かけ
の大きさ」は、テーパー加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、内外で異なる
開口部の大きさが発生する。その結果、開口部の大きさや位置を調整することができ、
立面に統一感やリズムを生み出すことができる。②「立体的なファサード」は、大
きな出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を顕在化させることで、立面に
内部の空間構成を表現することができる。加えて見込部分や抱きの素材を変えるこ
とで、ボリュームが貫入するように表現できる。（図３１）
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
①開口部の見かけの大きさ
立面に統一感を与える
見かけの大きさ
実際の大きさ
内部行為の顕在化
象徴
立体的・貫入
張り出し
②立体的なファサード
立面に象徴性や内部構成を表す
象徴的出窓
内部の空間構成を表現
空間が貫入した見え方
リズム大きさの錯覚
厚い壁
張り出し
空間 現れ方と機能の組合せ 与える影響
外
図３１　外部空間に与える影響に関する事例分析
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４−２　外・室
　「外・室」において、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用いて、交わる
視線の入射角を制限することができる。格子の竪子の見込やピッチ、出窓の抱きの
寸法を調節することで、ある範囲のみ視線を通す。逆に、内部から見渡すことがで
きる景色もフレーミングしている。③−２「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾
けることで、可視方向を調整する。通りに面する開口部等の視線が交錯する箇所に
有効である。④「領域の延長 / 引込み」は、内外の境界に曖昧な領域を発生させる。
内部空間を外部へ延長して生活シーンを展開する操作や、外部空間を内部へ引き込
み内外の境界を曖昧化する操作が確認できる。（図３２）
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
（一部黒線のみ有効）
空間 現れ方と機能の組合せ 与える影響
小上がり 領域の曖昧化
ピクチャウインドウ
ピクチャウインドウ
付属物
外からの視線の制御
視線の誘導
厚い壁
領域の浸透
張り出し
付属物
厚い壁
張り出し
④領域の延長 /引込み
内外に領域が浸透し曖昧な境界が発生する
③−１可視域の調整
格子の隙間から見える幅
限定された範囲の視線のみを通す
格子 出窓
③−２可視方向の調整
可視方向を決定できる
格子 出窓
外・室
図３２　外部 / 室空間に与える影響に関する事例分析
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４−３　室
　「室」において、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリットの側面、湾曲した
壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口部を創出する。⑥「複層の壁 / 屋
根」は、壁や屋根をダブルスキンとすることで、開口部のズレを生み出すほか、通
気層やサンルーム等の熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。（図
３３）
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
（一部黒線のみ有効）
空間 現れ方と機能の組合せ 与える影響
熱のバッファーゾーン開口部のズレ
見込部分の操作
間接光
入隅側面からの採光
多層レイヤー
厚い壁
張り出し ⑤光の取り入れ方
陰影に富んだ採光を行う
⑥複層の壁 /屋根
視線の制御や通気層として機能する
熱の緩衝域
視線の制御
通気層
室
図３３　室空間に与える影響に関する事例分析１
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第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
⑦−１「開口部の分割」は、機能を振分け、通過する要素を限定することができる。
隣戸との距離によって自由に開口部を設けることができない場合や、見付を FIX 窓
とすることで眺望用の窓を設ける際に有効である。⑦−２「開口部の統合」は、室
同士を開口部を通じて繋ぎ、動線機能の担保や通風を行うことができる。外部を感
じさせる移動は、単なる室同士の移動を印象的に変化させる。さらに、室の面積を
減らすことなく吹抜けを設けることができる。⑧「開口部まわりの空間化」では、
什器の補完や領域形成によって、単一の室空間内に個々の行為に対応する場所が発
生することで、家族間にも適度なプライバシーと一体感を与える。（図３４）
（一部黒線のみ有効）
空間 現れ方と機能の組合せ 与える影響
什器 垂れ壁の領域形成
間仕切り壁を収納
階段と一体化 吹抜けと一体化
厚い壁
張り出し
厚い壁
張り出し
張り出し
風取り用の窓 開口部の細分化
⑧開口部まわりの空間化
個々の居場所を創出する
⑦−２開口部の統合
動線機能の担保や通風を行う
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４−４　小結
　「奥行感の現れ方」と「機能」の組合せによって、外部 / 室空間ごとの効果的な操
作を見出し、与える影響を明示した。
第４章　外部 / 室空間に与える影響に関する分析
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
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第５章　設計提案
第５章　設計提案
５−１　都心型住戸モデル
５−２　郊外型住戸モデル
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　奥行感のある開口部まわりを効果的に使用し、良好な屋内外の関係や、室同士の
繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計を行う。異なる周辺環境の条件に応答す
る為、敷地面積や建ぺい率が対照的な「都心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」
の２案を設計し、奥行感のある開口部まわりの有効性を示す。
第５章　設計提案
第５章　設計提案
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５−１　都心型住戸モデル
設定条件
　都心住宅地をイメージした狭小敷地を設定する。家族構成は、夫婦２人と子供２
人とする。（図３５）密集した住宅地において、周囲からの視線をコントロールしな
がら通風・採光を行う。限られた建築面積の中で、一室空間に属しながら個人の領
域を創出することで、家族同士の距離感を調整する。
　
第５章　設計提案
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設計ダイアグラム
初めに、敷地に対して可能な限り広いボリュームを配置し、建築面積を確保する。
各室に奥行のある開口部が付属し、室内機能を補完することで個人の居場所を創出
する。（図３６）
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敷地に対して可能な限り
広いボリュームを配置
各室に奥行のある開口部が
付属し室内機能を補完
図３６　設計ダイアグラム
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平面計画
　角地に建つことから、通りに対して圧迫感を減らす為、外部空間を引き込む。植栽によって、通りとの
緩衝域とした。ダイニングには、家族団欒の場となる小上がりや、落ち着いた個人の居場所となるアルコー
ブと一体化した開口部を設けた。夫婦寝室には机や棚の機能を補完した開口部を設けた（図３７）。
図３７　１階平面図　S=1/60
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　リビングと子供部屋の間は、トップライトと一体化した垂れ壁を用いて、各室空間を仕切る。リビング
内においても、くつろぐスペースと勉強や読書のスペースを垂れ壁によって仕切ることで、緩やかに空間
を分節している（図３８）。
図３８　２階平面図　S=1/60
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断面計画
　スキップフロアの構成や、吹抜けと一体化した開口部によって、各室の空気が循環する。隣戸が近接す
る北西側は、トップライトや間接照明が仕込まれた開口部によって室内を柔らかに照らす（図３９）。
図３９　A-A'断面図　S=1/60
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　ダイニングの小上がりと一体化した開口部は、可視域の調整によって、通りからの視線をコントロール
している。子供部屋には、ベッドと一体化した開口部を設け、個人の空間を創出した。内部空間を延長し
たインナーバルコニーはプライベート性の高い外部空間となっている（図４０）。
図４０　B-B’ 断面図　S=1/60
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立面計画
　人通りが多い道路に面する南東側の立面は、建物の象徴となる開口部を設けた。袋小路に面する北東側
の立面は、内外の視線を調整する開口部やコミュニケーションの場となるアルコーブを設けた。隣戸が近
接する北西、南西側の立面は、開口部を減らしトップライトで採光する（図４１）。
図４１　南東立面図　S=1/100 図４１　北東立面図　S=1/100
図４１　北西立面図　S=1/100 図４１　南西立面図　S=1/100
第５章　設計提案
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１．通りに対して飾り立てる開口部
袋小路に面する開口部は、壁面からセットバックさせる
ことで周囲の人々とのコミュニケーションの場となる。
室内側の窓台を飾り立て、通りに好意的な印象を与える。
第５章　設計提案
奥行感のある開口部まわりの実践
採用箇所
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２．建物の圧迫感を低減させる屋内庭
角地に位置する開口部では、外部空間を引込み緑化させ
ることで、通りに対しての圧迫感を低減し、室内とのバッ
ファーゾーンとなる。冬季はサンルームとして機能する。
第５章　設計提案
採用箇所
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３．可視域を調整する小上がり
通り側に位置するダイニングは外部からの視線のコント
ロールが必要である。開口部を分割し、格子部分は可視
域の調整、ガラス部分は採光と視線の誘導を行う。
第５章　設計提案
採用箇所採用操作
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４．視線を遮りながら外部空間を引込む開口部
住戸が近接する西側の浴室では、壁面の下部をセット
バックし、天空光を取り込む。周辺からの視線を制御し
ながら、屋外の自然を味わうことができる。
第５章　設計提案
採用箇所
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５．トップライトからの光を反射させる垂れ壁
トップライトに垂れ壁を取り付け、光を１階まで届ける
と共に、リビングと子供部屋を仕切る。垂れ壁の開口部
が重なり合うことで室内に奥行感が発生する。　
第５章　設計提案
採用箇所採用操作
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６．領域を細分化するトップライトと垂れ壁
リビング内の読書スペースに設けられたトップライトと
垂れ壁。互いの存在を感じながら、１つの室空間を緩や
かに分節する。
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採用箇所
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７．柔らかな光を採光するハイサイドライト
湾曲した面に光を反射させることで、室内に柔らかな光
を取り入れる。天井高が高いリビングの一部が下がるこ
とで、領域の細分化が行われる。
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採用箇所
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８．天空光と間接照明によって照らされる書斎スペース
住戸が近接する北西側の開口部は、夫婦の書斎スペース
となる。見込に照明を取付け、湾曲した垂れ壁に反射さ
せることで、自然光に加えて照明の光が机上を照らす。
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採用箇所
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９．吹抜けとして機能する象徴的な開口部
南東側に位置する開口部は、テーパー加工とすることで、
外に広がる象徴的な開口部となる。上下階を繋ぐこの開
口部は、吹抜けとして機能し、空気を循環させる。
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採用箇所
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１０．空へ視線を誘導させるアルコーブ
人通りが多い南東側に面する開口部は、目線よりも高い
位置に開口部を設けることで、視線を制御しながら、空
へと視線を誘導させる。
第５章　設計提案
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１１．ベッドと一体化した開口部
子供部屋に設けられた開口部は、ベッドの機能を補完し
ている。共用部と連続しながらも、壁に囲まれた開口部
まわりは、個人の空間を創出する。
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採用箇所
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１２．内部空間を延長したバルコニー
人通りが多い通りに面するバルコニーは、壁と屋根で覆
い、内部空間を延長したプライベート性の高い空間と
なっている。
第５章　設計提案
採用箇所
バルコニー　内観
採用操作
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第５章　設計提案
外部 / 室空間のシーン
ダイニングでは小上がりやアルコーブと一体化した開口部が室機能を補完している
人通りが多い南東側の立面には建物の象徴的な開口部を設ける
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
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第５章　設計提案
飾り立てられた開口部まわりは通りに対して親和的な印象を与える
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
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５−２　郊外型住戸モデル
設定条件
　郊外住宅地をイメージとしたゆとりある敷地を設定する。家族構成は、夫婦２人
と子供３人とする（図４２）。都心部と比較すると外部空間が豊富にあることから、
屋内外の境界のコントロールや視線の操作によって、室内から屋外へ意識を向けさ
せる。
第５章　設計提案
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設計ダイアグラム
　室機能や縁側と一体化した開口部を外に張り出し、豊かな屋外環境を内部に引込
む。遠景や通りからの視線に対して、ボリュームの傾きを調整し、建物の外形を決
定する（図４３）。
第５章　設計提案
遠景や内部の室機能を外に張り出し
豊かな屋外環境を内部に引き込む
周辺環境に応じて
建物の外形を決定
図４３　設計ダイアグラム
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平面計画
　豊かな外部空間に対して、室空
間を傾け配置する。それぞれの空
間ごとに内部空間の延長、外部空
間の引込みを行い、中間領域を生
み出している。縁側や玄関にはパ
ブリック性の高い「町庭」、ドマに
は家族専用の「家族庭」、夫婦寝室
や浴室にはプライベート性の高い
「個人庭」が接続する（図４４）。
図４４　1階平面図　S=1/60
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　子供部屋は、斜面に広がる景色
へボリュームを傾けている。リビ
ングからも、ダイニングの吹抜け
を通して、景色を望むことができ
る。バルコニーは「町庭」に面し、
通りを歩く人と視線が行き交う（図
４５）。
図４５　２階平面図　S=1/60
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断面計画
　１階部分には２層吹き抜けのダイニングを配置し、２階部分には落ち着きのあるリビングを配置した。
リビング上部に設けられたハイサイドライトは、重力換気によって室内に空気の流れを生み出す。「町庭」
に張り出した縁側とバルコニーは、周辺の人々とのコミュニケーションの場となる（図４６）。
図４６　A-A'断面図　S=1/60
第５章　設計提案
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　子供部屋のベッドと一体化した開口部は、遠景に向かって視線を誘導させる。夏季はプランターの入っ
たルーバーによって日射を遮断し、冬季はライトシェルフによって内部に光を取り込む（図４７）。
図４７　B-B’ 断面図　S=1/60
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立面計画
　開口部が外に張り出すことで立体的な立面としている。北東側の玄関や縁側と一体化した開口部は、周
辺に対して開放的な外観となり、南側のドマと一体化した開口部は内外の境界を曖昧にする。北西側の開
口部は、隣接する住戸に対して視線を遮りつつ、上空や足下の自然に視線を誘導させている（図４８）。
図４８　東立面図　S=1/100 図４８　南立面図　S=1/100
図４８　西立面図　S=1/100 図４８　北立面図　S=1/100
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１．外に張り出し迎え入れる玄関
壁面から、玄関を張り出すことで、陰影のある立体的な
ファサードとなる。通りに対しては、人を迎え入れる印
象を与える。
第５章　設計提案
奥行感のある開口部まわりの実践
採用箇所
北側　外観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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２．内部の可視方向を調整する巨大なスリット
巨大化したスリットによって通りからの視線を制御し、
内部の視線を庭に向けさせる。様々な寸法のスリットに
よって陰影に富んだ開口部になる。　
第５章　設計提案
採用箇所採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
ダイニング　内観
東側　外観
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３．ドマと一体化し内部を緩やかに繋ぐ開口部
開口部とドマが一体化することで、屋内外を緩やかに繋
ぐ。「家族庭」を内部まで引込むことで、自然を楽しみ
ながら生活することができる。
第５章　設計提案
採用箇所
ドマ　内観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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４．遠景へ視線を誘導する開口部
寝室に設けられた開口部は、斜面に広がる景色に視線を
誘導させる。開口部が張り出すことで、通りから見える
のは窓台部分のみで、寝室内部まで視線を通さない。
第５章　設計提案
採用箇所採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
南側　外観
寝室　内観
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５．外部へ張り出し自然光を取り込む浴室
北側に位置する浴室の開口部は、壁面のみを外部へ張り
出すことで、隣戸からの視線を制御しながら、明るい外
部を感じることができる浴室を生み出す。
第５章　設計提案
採用箇所
浴室　内観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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６．内部空間が延長するバルコニー
室内から延長するバルコニーの開口部まわり。室付近で
は壁と屋根に囲まれプライベート性が高く、「町庭」に
面する縁側上部では、通りの人々と視線が行き交う。
第５章　設計提案
採用箇所
バルコニー　外観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
70
７．可動間仕切りが収納された開口部
子供部屋に設けられたベッドと一体化した開口部まわ
り。見付部分に収納された間仕切り壁によって、子供の
成長に合わせて個室化することができる。
第５章　設計提案
採用箇所
子供部屋　内観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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８．動線を外に張り出す開口部
階段と一体化した開口部。動線を外に張り出すことで、
１階から２階へ移動する際に、斜面に広がる景色を味わ
うことができる。
第５章　設計提案
採用箇所
南西側　外観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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９．落ち着いた個人の空間となるアルコーブ
リビングに属しながら、個人の空間となる開口部まわり。
内部に入ればトップライトから空が望める。リビングの
賑わいは感じながらも、落ち着いた空間が味わえる。
第５章　設計提案
採用箇所
リビング　内観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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１０．通りに対して憩いの場となる開口部
「町庭」に面する縁側と一体化した開口部まわり。通り
を歩く人とのコミュニケーションの場となる。窓を開け
放てば、内部と一体的に使うことができる。
第５章　設計提案
採用箇所
東側　外観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
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１１．ウインドキャッチャーとして機能する開口部
子供部屋の屋外側に設けられた開口部まわり。側面の壁
はウインドキャッチャーとして機能し、上部のルーバー
はライトシェルフとして機能する。
第５章　設計提案
採用箇所
南側　外観
採用操作
①
開口部の見かけ
の大きさ
②
立体的な
ファサード
④
領域の延長 /
引込み
③−１
可視域の調整
③−２
可視方向の
調整
⑤
光の
取り入れ方
⑥
複層の壁 /
屋根
⑧
開口部まわり
の空間化
⑦−２
開口部の統合
⑦−１
開口部の分割
外・室
室
外
奥行感のある開口部まわりに関する研究及び設計提案
75
第５章　設計提案
外部 / 室空間のシーン
通りからの視線を制御しながら豊かな景色に視線が抜ける
周辺環境に向かってボリュームを張り出した構成
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第５章　設計提案
リビングからはバルコニーやダイニングを通して遠景を望むことができる
ダイニングの吹抜けを通して空に視線が抜けると共に、家族の視線が行き交う
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　敷地面積や建ぺい率が対照的な２つの敷地において、奥行感のある開口部まわり
を効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係や、室同士の繋がりを作り出す
住宅設計手法を導き出した。
第６章　結
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考え方の根幹を築くことができました。お会いできたことを本当に感謝しています。
　最後に、大学院まで進学させて頂いた両親に感謝を述べさせて頂きます。実家を
出で約６年間、多くの心配と迷惑をかけてきたと思います。遠くから支えて頂き、
本当にありがとうございました。
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第６章　結
ている。木造伝統建築の「物理的奥行」は、開口部に取り付けられ
る付属物が挙げられる。格子はデザインによってその家の職業や商
売を示す。蔀戸は通り側へ回転すれば庇となり、通風・採光の調整
が行われた。１５世紀頃に誕生した書院造は建物の隅から張り出
し、書物を読み書きする場所や、生活用品を置き飾り立てる場所、
庭園を眺める場所として使用された。１６世紀頃に存在したばった
りはミセに設けられた板を道路側に倒すことで空間を延長し、商品
の陳列や作業場として機能した。小川を住戸内に引き入れ、家庭用
水として使う台所はとばは、屋内に擬似的な屋外空間を創出してい
る。出窓サッシは、条件を満たせば床面積に算入されない為、戦後
直後の狭小住宅において広く普及した。
１−２　奥行感のある開口部まわりの歴史的考察
　前項より、西洋の組積造建築は、厚い壁による「物理的奥行」を
持つ開口部に、ニッチやアルコーブ等の空間が生まれ、人々の行為
が展開していた。１８世紀の角形出窓は、技術革新も相まって西洋
の住宅に自然と人を繋ぐ視点を与えた。日本の木造伝統建築は、ド
マや縁側等の「心理的奥行感」を持つ開口部により、内外の境界を
調整している。木造伝統建築の「物理的奥行」はその多くが開口部
に取り付けられる付属物で、屋外に対して立体的な印象を与えると
共に、室内機能を補完している。以上、奥行感の発生パターンとし
て「物理的奥行」と「心理的奥行感」の２種類を抽出した。本研究
ではこれらを「奥行感の現れ方」と呼び、分析視点の１つとする。
　また、奥行感のある開口部まわりの「機能」を分析すると、通
風・採光等の「環境的機能」、視線の操作等の「視覚的機能」、室
機能の補完等の「空間的機能」の３つに分類することができる。
１−３　本研究で扱う範囲の定義
　本研究で扱う奥行感のある開口部まわりは、屋内外の境界に存在
する開口部とそれに付随する建築部位を範囲とし、前項から抽出し
た「物理的奥行のある開口部まわり」から、「心理的奥行感のある
開口部まわり」までを範囲とし研究を行う(図３)。
１−４　事例抽出
　建築雑誌・作品集に載る近代以降の建築作品を対象に、奥行感の
ある開口部まわりを効果的に用いた事例を抽出する。同じ特徴を持
つ事例が複数ある場合、その中で代表的な事例を１つ選出し、日本
で１４作品、海外で２１作品、計３５作品を抽出した(表１)。
１−５　小結
　奥行感のある開口部まわりの変遷を気候風土の異なる２つのエリ
アから明示し、本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定義した。そ
れに基づき事例抽出を行い、奥行感のある開口部まわりの分析視点
として「奥行感の現れ方」と「機能」の２つを抽出した。
第２章　奥行感の現れ方
　前章から導出した「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、奥行
感の具体的な現れ方を抽出事例から分析し、類型化する(図４)。壁
や屋根に対し、格子や出窓等の物理的に存在する開口部まわりを
「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在する開口部まわりを
「心理的奥行感」と定義した。
２−１　物理的奥行
　格子や蔀戸等の開口部に取り付ける「付属物」や、外に張り出し
た出窓や天窓等の「張り出し」、厚い壁に設けられたアルコーブや
ニッチ等の「厚い壁」に分類した。
２−２　心理的奥行感
　ドマや縁側等の領域を浸透させることで、内外が曖昧な中間領域
が開口部に付随している「領域の浸透」、多層のレイヤーによって
奥行感を生み出す「多層レイヤー」に分類した。
２−３　小結
　「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、具体的な現れ方の類型
化を行った。
第３章　機能
　抽出した事例を、第１章より導出した奥行感のある開口部まわり
の「機能(環境的機能)(視覚的機能)(空間的機能)」の分析視点か
ら、それぞれの類型化を行う(図５)。
３−１　環境的機能
３−１−１　光
　見込を効果的に用いて光の入り方を操作する事例や、窓枠を延長
して光を反射させることで、室内の奥まで光を届ける事例、面をず
らすことで、その間から天空光を取り入れる事例が確認できた。
３−１−２　風
　ウインドキャッチャーやソーラーチムニーとして機能する事例、
開口部が分割され、風取り用の窓が設けられた事例が確認できた。
３−１−３　熱
　開口部をダブルスキンとすることで、熱のバッファーゾーンを設
ける事例が確認できた。
３−２　視覚的機能
３−２−１　視線の調整
　複層に重なる開口部を意図的にずらし、視線を調整する事例や、
壁面から大きく張り出すことで外部からの視線を制御する事例、張
り出す方向を傾けることで視線を誘導する事例が確認できた。
３−２−２　開口部自体の見え方
　大きな開口部により象徴性を獲得する事例や、複数の開口部によ
ってリズムを生み出す事例、見込をテーパー加工することで大きさ
を錯覚させる事例、内部行為が外部へ現れる事例が確認できた。
３−２−３　景色の見え方
　見込を鏡面仕上げにすることで、虚像を生み出す事例や、外の景
色を縁取る額縁として機能する事例が確認できた。
３−３　空間的機能
３−３−１　身体行為
　窓台が延長し、ベンチや机、ベッドなどと一体化する事例が多く
あった。室内同士の厚い壁に設ける事例、外壁においては外に張り
出すパターンとアルコーブ状にするパターンが確認できた。
３−３−２　領域
　階段や吹抜けと一体化している事例や、垂れ壁や可動間仕切りに
よって領域形成する事例、外部環境を室内へと延長させることで、
内外の境界を曖昧化させる事例が確認できた。
３−４　小結
　奥行感のある開口部まわりの「機能」に注目し、抽出事例から類
型化を行った。平面的な開口部には備わっていない奥行感のある開
口部まわりの機能を明らかにした。
第４章　外部/室空間に与える影響に関する分析
　本章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類
型化した「機能」の組合せによって、外部/室空間に与える影響を明
らかにする。外部のみに影響を与える操作を「外」、外部と室へ影
響を与える操作を「外・室」、室のみに影響を与える操作を「室」
として以下の①〜⑧を得た(図６)。
４−１　外
　「外」に関しては、①「開口部の見かけの大きさ」は、テーパー
加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、内外で異なる開口部の
大きさが発生する。その結果、開口部の大きさや位置を調整するこ
とができ、立面に統一感やリズムを生み出す。②「立体的なファサ
ード」は、大きな出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を
顕在化させることで、立面に内部の空間構成を表現することができ
る。加えて見込部分や抱きの素材を変えることで、ボリュームが貫
入するように表現できる。
４−２　外・室
　「外・室」において、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用
いて、交わる視線の入射角を制限する。格子の竪子の見込やピッ
チ、出窓の抱きの寸法を調節し、ある範囲のみ視線を通す。逆に、
内部から見渡すことができる景色もフレーミングしている。③−２
「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾けることで、可視方向を調
整する。通りに面する開口部等の視線が交錯する箇所に有効であ
る。④「領域の延長/引込み」は、屋内外の境界に曖昧な領域を発生
させる。内部を外部へ延長して生活シーンを展開する操作や、外部
を内部へ引き込み内外の境界を曖昧化する操作が確認できる。
４−３　室
　「室」において、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリット
の側面、湾曲した壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口
部を創出する。⑥「複層の壁/屋根」は、壁や屋根をダブルスキンと
することで、開口部のズレを生み出すほか、通気層やサンルーム等
の熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。⑦−１
「開口部の分割」は、機能を振分け、通過する要素を限定すること
ができる。隣戸との距離によって自由に開口部を設けることができ
ない場合や、見付をFIX窓とすることで眺望用の窓を設ける際に有効
である。⑦−２「開口部の統合」は、室同士を開口部を通じて繋ぎ、
動線機能の担保や通風を行うことができる。外部を感じさせる移動
は、単なる室同士の移動を印象的に変化させる。さらに、室の面積
を減らすことなく吹抜けを設けることができる。⑧「開口部まわり
の空間化」では、什器の補完や領域形成によって、単一の室空間内
に個々の行為に対応する場所が発生し、家族間にも適度なプライバ
シーと一体感を与える。
４−４　小結
　「奥行感の現れ方」と「機能」の組合せによって、外部/室空間ご
との効果的な操作を見出し、与える影響を明示した。
第５章　設計提案
　奥行感のある開口部まわりを効果的に使用し、良好な屋内外の関
係や、室同士の繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計を行う。
異なる周辺環境の条件に応答する為、敷地面積や建ぺい率が対照的
な「都心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」の２案を設計し、
奥行感のある開口部まわりの有効性を示す。
５−１　都心型住戸モデル
　都心住宅地をイメージした狭小敷地を設定する。家族構成は、夫
婦２人と子供２人とする。密集した住宅地において、周囲からの視
線をコントロールしながら通風・採光を行う。限られた建築面積の
中で、一室空間に属しながら個人の領域を創出することで、家族同
士の距離感を調整する（図７）。
５−２　郊外型住戸モデル
　郊外住宅地をイメージとしたゆとりある敷地を設定する。家族構
成は、夫婦２人と子供３人とする。都心部と比較すると外部空間が
豊富にあることから、屋内外の境界のコントロールや視線の操作に
よって、室内から屋外へ意識を向けさせる（図８）。
第６章　結
 敷地面積や建ぺい率が対照的な２つの敷地において、奥行感のある
開口部まわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係
や、室同士の繋がりを作り出す住宅設計手法を導き出した。
序章　研究の背景と目的
　建築空間に存在する開口部は、主に動線や視線、光や風などが出
入りする場所として用いられる。その開口部が奥行をもつことで、
屋内外の緩衝域や人の滞在場所、小物を置いて飾り立てる場所とし
て機能し、建築の内外の関係を調整しデザインする役割を担う。例
えば、ヨーロッパ諸国の組積造建築は、厚い壁に穿たれた奥行のあ
る開口部に植栽やベンチなどを設置し、外部とのコミュニティを生
み出すきっかけを有していた。柱梁の構成から成る日本の木造伝統
住宅も、架構にドマや縁側が付随することで奥行感が発生し、その
中間領域によって内外の境界をコントロールしていた(図１)。しか
し、今日の住宅密集地に建つ住宅は、周囲のプライバシーを意識す
るあまり、塀や壁などで内外の境界を強める傾向にある。周囲から
適度な距離を確保する事は必要ではあるが、必ずしも周辺環境との
関係を断ち切った生活が豊かな暮らしであるとは言えない。以上の
背景から、奥行感のある開口部とそのまわりを効果的に用いること
で、良好な建築の内外の関係や、室同士の繋がりを作り出す住宅設
計手法の導出を目的とする。
第１章　奥行感のある開口部まわり
１−１　奥行感のある開口部の変遷
　気候風土が異なる地域を対象とするため、本研究では、ヨーロッ
パ諸国と温帯モンスーン地域に含まれる日本の２つのエリアから奥
行感のある開口部まわりの変遷を明らかにする(図２)。
　西洋において、S造やRC造が導入される近代以前の建築は、多くが
組積造であった。開口部の大きさや個数が制限される組積造建築
は、壁の小さな穴が採光を行う唯一の場所であった。壁の厚さを活
し、アルコーブやニッチ等を設け、開口部付近で居住者の行為が展
開していた。１５世紀には、屋根裏の採光と外観デザインの為のド
ーマー窓が出現した。１７世紀には、立体的な立面の設計や採光を
行う角形/弓形出窓、オリエル窓が出現した。１８世紀中期に再出現
した角形出窓は、ガラスの品質向上と繊細なサッシにより、眺望用
の窓として機能した。２０世紀中頃には、コルビュジエによるブリ
ーズソレイユ等の開口部を効果的に用いた作品が建てられた。
　冬季の寒さが厳しい北欧では、開口部は外気を遮断し採光する機
能を担っていた。対して、日本の夏季や東南アジア諸国は蒸暑気候
の為、開口部は通風や日射遮蔽の機能を担っていた。その結果、外
部に対して開放的な印象を与え、開口部を通して生活シーンが街路
に展開し、開口部まわりに内外を繋ぐ中間領域が発生している。
　さらに、日本に焦点を当てると、木造伝統建築は柱梁の構成の
為、組積造のように壁に穴を穿つ必要がなく、フレーム自体が開口
部となる。日本の窓の起源が「間戸」であるように、架構の間に、
可動式の戸を入れることで内外の境界を調整していた。組積造の厚
い壁から発生する「物理的奥行」に対して、架構に縁側やドマ等の
曖昧な中間領域が一体化することで、「心理的奥行感」を生み出し
図１　組積造建築 (左 )と木造伝統住宅 (右 )の開口部まわり
図２　奥行感のある開口部まわりの変遷
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ている。木造伝統建築の「物理的奥行」は、開口部に取り付けられ
る付属物が挙げられる。格子はデザインによってその家の職業や商
売を示す。蔀戸は通り側へ回転すれば庇となり、通風・採光の調整
が行われた。１５世紀頃に誕生した書院造は建物の隅から張り出
し、書物を読み書きする場所や、生活用品を置き飾り立てる場所、
庭園を眺める場所として使用された。１６世紀頃に存在したばった
りはミセに設けられた板を道路側に倒すことで空間を延長し、商品
の陳列や作業場として機能した。小川を住戸内に引き入れ、家庭用
水として使う台所はとばは、屋内に擬似的な屋外空間を創出してい
る。出窓サッシは、条件を満たせば床面積に算入されない為、戦後
直後の狭小住宅において広く普及した。
１−２　奥行感のある開口部まわりの歴史的考察
　前項より、西洋の組積造建築は、厚い壁による「物理的奥行」を
持つ開口部に、ニッチやアルコーブ等の空間が生まれ、人々の行為
が展開していた。１８世紀の角形出窓は、技術革新も相まって西洋
の住宅に自然と人を繋ぐ視点を与えた。日本の木造伝統建築は、ド
マや縁側等の「心理的奥行感」を持つ開口部により、内外の境界を
調整している。木造伝統建築の「物理的奥行」はその多くが開口部
に取り付けられる付属物で、屋外に対して立体的な印象を与えると
共に、室内機能を補完している。以上、奥行感の発生パターンとし
て「物理的奥行」と「心理的奥行感」の２種類を抽出した。本研究
ではこれらを「奥行感の現れ方」と呼び、分析視点の１つとする。
　また、奥行感のある開口部まわりの「機能」を分析すると、通
風・採光等の「環境的機能」、視線の操作等の「視覚的機能」、室
機能の補完等の「空間的機能」の３つに分類することができる。
１−３　本研究で扱う範囲の定義
　本研究で扱う奥行感のある開口部まわりは、屋内外の境界に存在
する開口部とそれに付随する建築部位を範囲とし、前項から抽出し
た「物理的奥行のある開口部まわり」から、「心理的奥行感のある
開口部まわり」までを範囲とし研究を行う(図３)。
１−４　事例抽出
　建築雑誌・作品集に載る近代以降の建築作品を対象に、奥行感の
ある開口部まわりを効果的に用いた事例を抽出する。同じ特徴を持
つ事例が複数ある場合、その中で代表的な事例を１つ選出し、日本
で１４作品、海外で２１作品、計３５作品を抽出した(表１)。
１−５　小結
　奥行感のある開口部まわりの変遷を気候風土の異なる２つのエリ
アから明示し、本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定義した。そ
れに基づき事例抽出を行い、奥行感のある開口部まわりの分析視点
として「奥行感の現れ方」と「機能」の２つを抽出した。
第２章　奥行感の現れ方
　前章から導出した「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、奥行
感の具体的な現れ方を抽出事例から分析し、類型化する(図４)。壁
や屋根に対し、格子や出窓等の物理的に存在する開口部まわりを
「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在する開口部まわりを
「心理的奥行感」と定義した。
２−１　物理的奥行
　格子や蔀戸等の開口部に取り付ける「付属物」や、外に張り出し
た出窓や天窓等の「張り出し」、厚い壁に設けられたアルコーブや
ニッチ等の「厚い壁」に分類した。
２−２　心理的奥行感
　ドマや縁側等の領域を浸透させることで、内外が曖昧な中間領域
が開口部に付随している「領域の浸透」、多層のレイヤーによって
奥行感を生み出す「多層レイヤー」に分類した。
２−３　小結
　「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、具体的な現れ方の類型
化を行った。
第３章　機能
　抽出した事例を、第１章より導出した奥行感のある開口部まわり
の「機能(環境的機能)(視覚的機能)(空間的機能)」の分析視点か
ら、それぞれの類型化を行う(図５)。
３−１　環境的機能
３−１−１　光
　見込を効果的に用いて光の入り方を操作する事例や、窓枠を延長
して光を反射させることで、室内の奥まで光を届ける事例、面をず
らすことで、その間から天空光を取り入れる事例が確認できた。
３−１−２　風
　ウインドキャッチャーやソーラーチムニーとして機能する事例、
開口部が分割され、風取り用の窓が設けられた事例が確認できた。
３−１−３　熱
　開口部をダブルスキンとすることで、熱のバッファーゾーンを設
ける事例が確認できた。
３−２　視覚的機能
３−２−１　視線の調整
　複層に重なる開口部を意図的にずらし、視線を調整する事例や、
壁面から大きく張り出すことで外部からの視線を制御する事例、張
り出す方向を傾けることで視線を誘導する事例が確認できた。
３−２−２　開口部自体の見え方
　大きな開口部により象徴性を獲得する事例や、複数の開口部によ
ってリズムを生み出す事例、見込をテーパー加工することで大きさ
を錯覚させる事例、内部行為が外部へ現れる事例が確認できた。
３−２−３　景色の見え方
　見込を鏡面仕上げにすることで、虚像を生み出す事例や、外の景
色を縁取る額縁として機能する事例が確認できた。
３−３　空間的機能
３−３−１　身体行為
　窓台が延長し、ベンチや机、ベッドなどと一体化する事例が多く
あった。室内同士の厚い壁に設ける事例、外壁においては外に張り
出すパターンとアルコーブ状にするパターンが確認できた。
３−３−２　領域
　階段や吹抜けと一体化している事例や、垂れ壁や可動間仕切りに
よって領域形成する事例、外部環境を室内へと延長させることで、
内外の境界を曖昧化させる事例が確認できた。
３−４　小結
　奥行感のある開口部まわりの「機能」に注目し、抽出事例から類
型化を行った。平面的な開口部には備わっていない奥行感のある開
口部まわりの機能を明らかにした。
第４章　外部/室空間に与える影響に関する分析
　本章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類
型化した「機能」の組合せによって、外部/室空間に与える影響を明
らかにする。外部のみに影響を与える操作を「外」、外部と室へ影
響を与える操作を「外・室」、室のみに影響を与える操作を「室」
として以下の①〜⑧を得た(図６)。
４−１　外
　「外」に関しては、①「開口部の見かけの大きさ」は、テーパー
加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、内外で異なる開口部の
大きさが発生する。その結果、開口部の大きさや位置を調整するこ
とができ、立面に統一感やリズムを生み出す。②「立体的なファサ
ード」は、大きな出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を
顕在化させることで、立面に内部の空間構成を表現することができ
る。加えて見込部分や抱きの素材を変えることで、ボリュームが貫
入するように表現できる。
４−２　外・室
　「外・室」において、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用
いて、交わる視線の入射角を制限する。格子の竪子の見込やピッ
チ、出窓の抱きの寸法を調節し、ある範囲のみ視線を通す。逆に、
内部から見渡すことができる景色もフレーミングしている。③−２
「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾けることで、可視方向を調
整する。通りに面する開口部等の視線が交錯する箇所に有効であ
る。④「領域の延長/引込み」は、屋内外の境界に曖昧な領域を発生
させる。内部を外部へ延長して生活シーンを展開する操作や、外部
を内部へ引き込み内外の境界を曖昧化する操作が確認できる。
４−３　室
　「室」において、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリット
の側面、湾曲した壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口
部を創出する。⑥「複層の壁/屋根」は、壁や屋根をダブルスキンと
することで、開口部のズレを生み出すほか、通気層やサンルーム等
の熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。⑦−１
「開口部の分割」は、機能を振分け、通過する要素を限定すること
ができる。隣戸との距離によって自由に開口部を設けることができ
ない場合や、見付をFIX窓とすることで眺望用の窓を設ける際に有効
である。⑦−２「開口部の統合」は、室同士を開口部を通じて繋ぎ、
動線機能の担保や通風を行うことができる。外部を感じさせる移動
は、単なる室同士の移動を印象的に変化させる。さらに、室の面積
を減らすことなく吹抜けを設けることができる。⑧「開口部まわり
の空間化」では、什器の補完や領域形成によって、単一の室空間内
に個々の行為に対応する場所が発生し、家族間にも適度なプライバ
シーと一体感を与える。
４−４　小結
　「奥行感の現れ方」と「機能」の組合せによって、外部/室空間ご
との効果的な操作を見出し、与える影響を明示した。
第５章　設計提案
　奥行感のある開口部まわりを効果的に使用し、良好な屋内外の関
係や、室同士の繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計を行う。
異なる周辺環境の条件に応答する為、敷地面積や建ぺい率が対照的
な「都心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」の２案を設計し、
奥行感のある開口部まわりの有効性を示す。
５−１　都心型住戸モデル
　都心住宅地をイメージした狭小敷地を設定する。家族構成は、夫
婦２人と子供２人とする。密集した住宅地において、周囲からの視
線をコントロールしながら通風・採光を行う。限られた建築面積の
中で、一室空間に属しながら個人の領域を創出することで、家族同
士の距離感を調整する（図７）。
５−２　郊外型住戸モデル
　郊外住宅地をイメージとしたゆとりある敷地を設定する。家族構
成は、夫婦２人と子供３人とする。都心部と比較すると外部空間が
豊富にあることから、屋内外の境界のコントロールや視線の操作に
よって、室内から屋外へ意識を向けさせる（図８）。
第６章　結
 敷地面積や建ぺい率が対照的な２つの敷地において、奥行感のある
開口部まわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係
や、室同士の繋がりを作り出す住宅設計手法を導き出した。
心理的奥行感のある開口部まわり物理的奥行のある開口部まわり
図３　本研究で扱う範囲の定義
表１　抽出事例一覧　(参考文献一覧は次ページ )
図４　奥行感の現れ方に関する事例分析
1:見込部分の操作 3:見込部分の操作 29: 天空光
16: 間接光 15: 間接光 13:ブリーズソレイユ 35:ライトシェルフ
14:入隅側面からの採光
3: 大きさの錯覚 3: 開口部の細分化
26: 開口部のズレ 19: 視線の誘導
28:(鏡)視線の操作 4:ピクチャウインドウ23:(鏡)実像と虚像の混在
5:ウインドキャッチャー 18:風取り用の窓 27:ソーラーチムニー
26: 熱の緩衝域
2:象徴性 20: リズム 10: 貫入 7: 立体的
32: 階段と一体化 33:吹抜けと一体化 11:外部環境に起因
31: 小上がり
33: 机
35: ベンチ
8: ベッド 34:キッチン/手洗い 9: 収納
30:外からの視線の制御
11:内部行為の顕在化
21:垂れ壁の領域形成
5:間仕切り壁を収納 12:領域の曖昧化
光
環境的機能
視覚的機能
空間的機能
風
熱
視線の調整
開口部自体の見え方
景色の見え方
身体行為
領域
ている。木造伝統建築の「物理的奥行」は、開口部に取り付けられ
る付属物が挙げられる。格子はデザインによってその家の職業や商
売を示す。蔀戸は通り側へ回転すれば庇となり、通風・採光の調整
が行われた。１５世紀頃に誕生した書院造は建物の隅から張り出
し、書物を読み書きする場所や、生活用品を置き飾り立てる場所、
庭園を眺める場所として使用された。１６世紀頃に存在したばった
りはミセに設けられた板を道路側に倒すことで空間を延長し、商品
の陳列や作業場として機能した。小川を住戸内に引き入れ、家庭用
水として使う台所はとばは、屋内に擬似的な屋外空間を創出してい
る。出窓サッシは、条件を満たせば床面積に算入されない為、戦後
直後の狭小住宅において広く普及した。
１−２　奥行感のある開口部まわりの歴史的考察
　前項より、西洋の組積造建築は、厚い壁による「物理的奥行」を
持つ開口部に、ニッチやアルコーブ等の空間が生まれ、人々の行為
が展開していた。１８世紀の角形出窓は、技術革新も相まって西洋
の住宅に自然と人を繋ぐ視点を与えた。日本の木造伝統建築は、ド
マや縁側等の「心理的奥行感」を持つ開口部により、内外の境界を
調整している。木造伝統建築の「物理的奥行」はその多くが開口部
に取り付けられる付属物で、屋外に対して立体的な印象を与えると
共に、室内機能を補完している。以上、奥行感の発生パターンとし
て「物理的奥行」と「心理的奥行感」の２種類を抽出した。本研究
ではこれらを「奥行感の現れ方」と呼び、分析視点の１つとする。
　また、奥行感のある開口部まわりの「機能」を分析すると、通
風・採光等の「環境的機能」、視線の操作等の「視覚的機能」、室
機能の補完等の「空間的機能」の３つに分類することができる。
１−３　本研究で扱う範囲の定義
　本研究で扱う奥行感のある開口部まわりは、屋内外の境界に存在
する開口部とそれに付随する建築部位を範囲とし、前項から抽出し
た「物理的奥行のある開口部まわり」から、「心理的奥行感のある
開口部まわり」までを範囲とし研究を行う(図３)。
１−４　事例抽出
　建築雑誌・作品集に載る近代以降の建築作品を対象に、奥行感の
ある開口部まわりを効果的に用いた事例を抽出する。同じ特徴を持
つ事例が複数ある場合、その中で代表的な事例を１つ選出し、日本
で１４作品、海外で２１作品、計３５作品を抽出した(表１)。
１−５　小結
　奥行感のある開口部まわりの変遷を気候風土の異なる２つのエリ
アから明示し、本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定義した。そ
れに基づき事例抽出を行い、奥行感のある開口部まわりの分析視点
として「奥行感の現れ方」と「機能」の２つを抽出した。
第２章　奥行感の現れ方
　前章から導出した「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、奥行
感の具体的な現れ方を抽出事例から分析し、類型化する(図４)。壁
や屋根に対し、格子や出窓等の物理的に存在する開口部まわりを
「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在する開口部まわりを
「心理的奥行感」と定義した。
２−１　物理的奥行
　格子や蔀戸等の開口部に取り付ける「付属物」や、外に張り出し
た出窓や天窓等の「張り出し」、厚い壁に設けられたアルコーブや
ニッチ等の「厚い壁」に分類した。
２−２　心理的奥行感
　ドマや縁側等の領域を浸透させることで、内外が曖昧な中間領域
が開口部に付随している「領域の浸透」、多層のレイヤーによって
奥行感を生み出す「多層レイヤー」に分類した。
２−３　小結
　「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、具体的な現れ方の類型
化を行った。
第３章　機能
　抽出した事例を、第１章より導出した奥行感のある開口部まわり
の「機能(環境的機能)(視覚的機能)(空間的機能)」の分析視点か
ら、それぞれの類型化を行う(図５)。
３−１　環境的機能
３−１−１　光
　見込を効果的に用いて光の入り方を操作する事例や、窓枠を延長
して光を反射させることで、室内の奥まで光を届ける事例、面をず
らすことで、その間から天空光を取り入れる事例が確認できた。
３−１−２　風
　ウインドキャッチャーやソーラーチムニーとして機能する事例、
開口部が分割され、風取り用の窓が設けられた事例が確認できた。
３−１−３　熱
　開口部をダブルスキンとすることで、熱のバッファーゾーンを設
ける事例が確認できた。
３−２　視覚的機能
３−２−１　視線の調整
　複層に重なる開口部を意図的にずらし、視線を調整する事例や、
壁面から大きく張り出すことで外部からの視線を制御する事例、張
り出す方向を傾けることで視線を誘導する事例が確認できた。
３−２−２　開口部自体の見え方
　大きな開口部により象徴性を獲得する事例や、複数の開口部によ
ってリズムを生み出す事例、見込をテーパー加工することで大きさ
を錯覚させる事例、内部行為が外部へ現れる事例が確認できた。
３−２−３　景色の見え方
　見込を鏡面仕上げにすることで、虚像を生み出す事例や、外の景
色を縁取る額縁として機能する事例が確認できた。
３−３　空間的機能
３−３−１　身体行為
　窓台が延長し、ベンチや机、ベッドなどと一体化する事例が多く
あった。室内同士の厚い壁に設ける事例、外壁においては外に張り
出すパターンとアルコーブ状にするパターンが確認できた。
３−３−２　領域
　階段や吹抜けと一体化している事例や、垂れ壁や可動間仕切りに
よって領域形成する事例、外部環境を室内へと延長させることで、
内外の境界を曖昧化させる事例が確認できた。
３−４　小結
　奥行感のある開口部まわりの「機能」に注目し、抽出事例から類
型化を行った。平面的な開口部には備わっていない奥行感のある開
口部まわりの機能を明らかにした。
第４章　外部/室空間に与える影響に関する分析
　本章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類
型化した「機能」の組合せによって、外部/室空間に与える影響を明
らかにする。外部のみに影響を与える操作を「外」、外部と室へ影
響を与える操作を「外・室」、室のみに影響を与える操作を「室」
として以下の①〜⑧を得た(図６)。
４−１　外
　「外」に関しては、①「開口部の見かけの大きさ」は、テーパー
加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、内外で異なる開口部の
大きさが発生する。その結果、開口部の大きさや位置を調整するこ
とができ、立面に統一感やリズムを生み出す。②「立体的なファサ
ード」は、大きな出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を
顕在化させることで、立面に内部の空間構成を表現することができ
る。加えて見込部分や抱きの素材を変えることで、ボリュームが貫
入するように表現できる。
４−２　外・室
　「外・室」において、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用
いて、交わる視線の入射角を制限する。格子の竪子の見込やピッ
チ、出窓の抱きの寸法を調節し、ある範囲のみ視線を通す。逆に、
内部から見渡すことができる景色もフレーミングしている。③−２
「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾けることで、可視方向を調
整する。通りに面する開口部等の視線が交錯する箇所に有効であ
る。④「領域の延長/引込み」は、屋内外の境界に曖昧な領域を発生
させる。内部を外部へ延長して生活シーンを展開する操作や、外部
を内部へ引き込み内外の境界を曖昧化する操作が確認できる。
４−３　室
　「室」において、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリット
の側面、湾曲した壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口
部を創出する。⑥「複層の壁/屋根」は、壁や屋根をダブルスキンと
することで、開口部のズレを生み出すほか、通気層やサンルーム等
の熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。⑦−１
「開口部の分割」は、機能を振分け、通過する要素を限定すること
ができる。隣戸との距離によって自由に開口部を設けることができ
ない場合や、見付をFIX窓とすることで眺望用の窓を設ける際に有効
である。⑦−２「開口部の統合」は、室同士を開口部を通じて繋ぎ、
動線機能の担保や通風を行うことができる。外部を感じさせる移動
は、単なる室同士の移動を印象的に変化させる。さらに、室の面積
を減らすことなく吹抜けを設けることができる。⑧「開口部まわり
の空間化」では、什器の補完や領域形成によって、単一の室空間内
に個々の行為に対応する場所が発生し、家族間にも適度なプライバ
シーと一体感を与える。
４−４　小結
　「奥行感の現れ方」と「機能」の組合せによって、外部/室空間ご
との効果的な操作を見出し、与える影響を明示した。
第５章　設計提案
　奥行感のある開口部まわりを効果的に使用し、良好な屋内外の関
係や、室同士の繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計を行う。
異なる周辺環境の条件に応答する為、敷地面積や建ぺい率が対照的
な「都心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」の２案を設計し、
奥行感のある開口部まわりの有効性を示す。
５−１　都心型住戸モデル
　都心住宅地をイメージした狭小敷地を設定する。家族構成は、夫
婦２人と子供２人とする。密集した住宅地において、周囲からの視
線をコントロールしながら通風・採光を行う。限られた建築面積の
中で、一室空間に属しながら個人の領域を創出することで、家族同
士の距離感を調整する（図７）。
５−２　郊外型住戸モデル
　郊外住宅地をイメージとしたゆとりある敷地を設定する。家族構
成は、夫婦２人と子供３人とする。都心部と比較すると外部空間が
豊富にあることから、屋内外の境界のコントロールや視線の操作に
よって、室内から屋外へ意識を向けさせる（図８）。
第６章　結
 敷地面積や建ぺい率が対照的な２つの敷地において、奥行感のある
開口部まわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係
や、室同士の繋がりを作り出す住宅設計手法を導き出した。
図５　機能に関する事例分析 （番号は表１:抽出事例に該当）
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ている。木造伝統建築の「物理的奥行」は、開口部に取り付けられ
る付属物が挙げられる。格子はデザインによってその家の職業や商
売を示す。蔀戸は通り側へ回転すれば庇となり、通風・採光の調整
が行われた。１５世紀頃に誕生した書院造は建物の隅から張り出
し、書物を読み書きする場所や、生活用品を置き飾り立てる場所、
庭園を眺める場所として使用された。１６世紀頃に存在したばった
りはミセに設けられた板を道路側に倒すことで空間を延長し、商品
の陳列や作業場として機能した。小川を住戸内に引き入れ、家庭用
水として使う台所はとばは、屋内に擬似的な屋外空間を創出してい
る。出窓サッシは、条件を満たせば床面積に算入されない為、戦後
直後の狭小住宅において広く普及した。
１−２　奥行感のある開口部まわりの歴史的考察
　前項より、西洋の組積造建築は、厚い壁による「物理的奥行」を
持つ開口部に、ニッチやアルコーブ等の空間が生まれ、人々の行為
が展開していた。１８世紀の角形出窓は、技術革新も相まって西洋
の住宅に自然と人を繋ぐ視点を与えた。日本の木造伝統建築は、ド
マや縁側等の「心理的奥行感」を持つ開口部により、内外の境界を
調整している。木造伝統建築の「物理的奥行」はその多くが開口部
に取り付けられる付属物で、屋外に対して立体的な印象を与えると
共に、室内機能を補完している。以上、奥行感の発生パターンとし
て「物理的奥行」と「心理的奥行感」の２種類を抽出した。本研究
ではこれらを「奥行感の現れ方」と呼び、分析視点の１つとする。
　また、奥行感のある開口部まわりの「機能」を分析すると、通
風・採光等の「環境的機能」、視線の操作等の「視覚的機能」、室
機能の補完等の「空間的機能」の３つに分類することができる。
１−３　本研究で扱う範囲の定義
　本研究で扱う奥行感のある開口部まわりは、屋内外の境界に存在
する開口部とそれに付随する建築部位を範囲とし、前項から抽出し
た「物理的奥行のある開口部まわり」から、「心理的奥行感のある
開口部まわり」までを範囲とし研究を行う(図３)。
１−４　事例抽出
　建築雑誌・作品集に載る近代以降の建築作品を対象に、奥行感の
ある開口部まわりを効果的に用いた事例を抽出する。同じ特徴を持
つ事例が複数ある場合、その中で代表的な事例を１つ選出し、日本
で１４作品、海外で２１作品、計３５作品を抽出した(表１)。
１−５　小結
　奥行感のある開口部まわりの変遷を気候風土の異なる２つのエリ
アから明示し、本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定義した。そ
れに基づき事例抽出を行い、奥行感のある開口部まわりの分析視点
として「奥行感の現れ方」と「機能」の２つを抽出した。
第２章　奥行感の現れ方
　前章から導出した「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、奥行
感の具体的な現れ方を抽出事例から分析し、類型化する(図４)。壁
や屋根に対し、格子や出窓等の物理的に存在する開口部まわりを
「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在する開口部まわりを
「心理的奥行感」と定義した。
２−１　物理的奥行
　格子や蔀戸等の開口部に取り付ける「付属物」や、外に張り出し
た出窓や天窓等の「張り出し」、厚い壁に設けられたアルコーブや
ニッチ等の「厚い壁」に分類した。
２−２　心理的奥行感
　ドマや縁側等の領域を浸透させることで、内外が曖昧な中間領域
が開口部に付随している「領域の浸透」、多層のレイヤーによって
奥行感を生み出す「多層レイヤー」に分類した。
２−３　小結
　「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、具体的な現れ方の類型
化を行った。
第３章　機能
　抽出した事例を、第１章より導出した奥行感のある開口部まわり
の「機能(環境的機能)(視覚的機能)(空間的機能)」の分析視点か
ら、それぞれの類型化を行う(図５)。
３−１　環境的機能
３−１−１　光
　見込を効果的に用いて光の入り方を操作する事例や、窓枠を延長
して光を反射させることで、室内の奥まで光を届ける事例、面をず
らすことで、その間から天空光を取り入れる事例が確認できた。
３−１−２　風
　ウインドキャッチャーやソーラーチムニーとして機能する事例、
開口部が分割され、風取り用の窓が設けられた事例が確認できた。
３−１−３　熱
　開口部をダブルスキンとすることで、熱のバッファーゾーンを設
ける事例が確認できた。
３−２　視覚的機能
３−２−１　視線の調整
　複層に重なる開口部を意図的にずらし、視線を調整する事例や、
壁面から大きく張り出すことで外部からの視線を制御する事例、張
り出す方向を傾けることで視線を誘導する事例が確認できた。
３−２−２　開口部自体の見え方
　大きな開口部により象徴性を獲得する事例や、複数の開口部によ
ってリズムを生み出す事例、見込をテーパー加工することで大きさ
を錯覚させる事例、内部行為が外部へ現れる事例が確認できた。
３−２−３　景色の見え方
　見込を鏡面仕上げにすることで、虚像を生み出す事例や、外の景
色を縁取る額縁として機能する事例が確認できた。
３−３　空間的機能
３−３−１　身体行為
　窓台が延長し、ベンチや机、ベッドなどと一体化する事例が多く
あった。室内同士の厚い壁に設ける事例、外壁においては外に張り
出すパターンとアルコーブ状にするパターンが確認できた。
３−３−２　領域
　階段や吹抜けと一体化している事例や、垂れ壁や可動間仕切りに
よって領域形成する事例、外部環境を室内へと延長させることで、
内外の境界を曖昧化させる事例が確認できた。
３−４　小結
　奥行感のある開口部まわりの「機能」に注目し、抽出事例から類
型化を行った。平面的な開口部には備わっていない奥行感のある開
口部まわりの機能を明らかにした。
第４章　外部/室空間に与える影響に関する分析
　本章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類
型化した「機能」の組合せによって、外部/室空間に与える影響を明
らかにする。外部のみに影響を与える操作を「外」、外部と室へ影
響を与える操作を「外・室」、室のみに影響を与える操作を「室」
として以下の①〜⑧を得た(図６)。
４−１　外
　「外」に関しては、①「開口部の見かけの大きさ」は、テーパー
加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、内外で異なる開口部の
大きさが発生する。その結果、開口部の大きさや位置を調整するこ
とができ、立面に統一感やリズムを生み出す。②「立体的なファサ
ード」は、大きな出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を
顕在化させることで、立面に内部の空間構成を表現することができ
る。加えて見込部分や抱きの素材を変えることで、ボリュームが貫
入するように表現できる。
４−２　外・室
　「外・室」において、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用
いて、交わる視線の入射角を制限する。格子の竪子の見込やピッ
チ、出窓の抱きの寸法を調節し、ある範囲のみ視線を通す。逆に、
内部から見渡すことができる景色もフレーミングしている。③−２
「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾けることで、可視方向を調
整する。通りに面する開口部等の視線が交錯する箇所に有効であ
る。④「領域の延長/引込み」は、屋内外の境界に曖昧な領域を発生
させる。内部を外部へ延長して生活シーンを展開する操作や、外部
を内部へ引き込み内外の境界を曖昧化する操作が確認できる。
４−３　室
　「室」において、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリット
の側面、湾曲した壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口
部を創出する。⑥「複層の壁/屋根」は、壁や屋根をダブルスキンと
することで、開口部のズレを生み出すほか、通気層やサンルーム等
の熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。⑦−１
「開口部の分割」は、機能を振分け、通過する要素を限定すること
ができる。隣戸との距離によって自由に開口部を設けることができ
ない場合や、見付をFIX窓とすることで眺望用の窓を設ける際に有効
である。⑦−２「開口部の統合」は、室同士を開口部を通じて繋ぎ、
動線機能の担保や通風を行うことができる。外部を感じさせる移動
は、単なる室同士の移動を印象的に変化させる。さらに、室の面積
を減らすことなく吹抜けを設けることができる。⑧「開口部まわり
の空間化」では、什器の補完や領域形成によって、単一の室空間内
に個々の行為に対応する場所が発生し、家族間にも適度なプライバ
シーと一体感を与える。
４−４　小結
　「奥行感の現れ方」と「機能」の組合せによって、外部/室空間ご
との効果的な操作を見出し、与える影響を明示した。
第５章　設計提案
　奥行感のある開口部まわりを効果的に使用し、良好な屋内外の関
係や、室同士の繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計を行う。
異なる周辺環境の条件に応答する為、敷地面積や建ぺい率が対照的
な「都心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」の２案を設計し、
奥行感のある開口部まわりの有効性を示す。
５−１　都心型住戸モデル
　都心住宅地をイメージした狭小敷地を設定する。家族構成は、夫
婦２人と子供２人とする。密集した住宅地において、周囲からの視
線をコントロールしながら通風・採光を行う。限られた建築面積の
中で、一室空間に属しながら個人の領域を創出することで、家族同
士の距離感を調整する（図７）。
５−２　郊外型住戸モデル
　郊外住宅地をイメージとしたゆとりある敷地を設定する。家族構
成は、夫婦２人と子供３人とする。都心部と比較すると外部空間が
豊富にあることから、屋内外の境界のコントロールや視線の操作に
よって、室内から屋外へ意識を向けさせる（図８）。
第６章　結
 敷地面積や建ぺい率が対照的な２つの敷地において、奥行感のある
開口部まわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係
や、室同士の繋がりを作り出す住宅設計手法を導き出した。
図６　外部 /室空間に与える影響
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敷地に対して可能な限り広いボリュームを配置し
各室に奥行のある開口部が付属し室内機能を補完
ている。木造伝統建築の「物理的奥行」は、開口部に取り付けられ
る付属物が挙げられる。格子はデザインによってその家の職業や商
売を示す。蔀戸は通り側へ回転すれば庇となり、通風・採光の調整
が行われた。１５世紀頃に誕生した書院造は建物の隅から張り出
し、書物を読み書きする場所や、生活用品を置き飾り立てる場所、
庭園を眺める場所として使用された。１６世紀頃に存在したばった
りはミセに設けられた板を道路側に倒すことで空間を延長し、商品
の陳列や作業場として機能した。小川を住戸内に引き入れ、家庭用
水として使う台所はとばは、屋内に擬似的な屋外空間を創出してい
る。出窓サッシは、条件を満たせば床面積に算入されない為、戦後
直後の狭小住宅において広く普及した。
１−２　奥行感のある開口部まわりの歴史的考察
　前項より、西洋の組積造建築は、厚い壁による「物理的奥行」を
持つ開口部に、ニッチやアルコーブ等の空間が生まれ、人々の行為
が展開していた。１８世紀の角形出窓は、技術革新も相まって西洋
の住宅に自然と人を繋ぐ視点を与えた。日本の木造伝統建築は、ド
マや縁側等の「心理的奥行感」を持つ開口部により、内外の境界を
調整している。木造伝統建築の「物理的奥行」はその多くが開口部
に取り付けられる付属物で、屋外に対して立体的な印象を与えると
共に、室内機能を補完している。以上、奥行感の発生パターンとし
て「物理的奥行」と「心理的奥行感」の２種類を抽出した。本研究
ではこれらを「奥行感の現れ方」と呼び、分析視点の１つとする。
　また、奥行感のある開口部まわりの「機能」を分析すると、通
風・採光等の「環境的機能」、視線の操作等の「視覚的機能」、室
機能の補完等の「空間的機能」の３つに分類することができる。
１−３　本研究で扱う範囲の定義
　本研究で扱う奥行感のある開口部まわりは、屋内外の境界に存在
する開口部とそれに付随する建築部位を範囲とし、前項から抽出し
た「物理的奥行のある開口部まわり」から、「心理的奥行感のある
開口部まわり」までを範囲とし研究を行う(図３)。
１−４　事例抽出
　建築雑誌・作品集に載る近代以降の建築作品を対象に、奥行感の
ある開口部まわりを効果的に用いた事例を抽出する。同じ特徴を持
つ事例が複数ある場合、その中で代表的な事例を１つ選出し、日本
で１４作品、海外で２１作品、計３５作品を抽出した(表１)。
１−５　小結
　奥行感のある開口部まわりの変遷を気候風土の異なる２つのエリ
アから明示し、本研究で扱う奥行感の現れ方の範囲を定義した。そ
れに基づき事例抽出を行い、奥行感のある開口部まわりの分析視点
として「奥行感の現れ方」と「機能」の２つを抽出した。
第２章　奥行感の現れ方
　前章から導出した「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、奥行
感の具体的な現れ方を抽出事例から分析し、類型化する(図４)。壁
や屋根に対し、格子や出窓等の物理的に存在する開口部まわりを
「物理的奥行」、ドマや縁側等の心理的に存在する開口部まわりを
「心理的奥行感」と定義した。
２−１　物理的奥行
　格子や蔀戸等の開口部に取り付ける「付属物」や、外に張り出し
た出窓や天窓等の「張り出し」、厚い壁に設けられたアルコーブや
ニッチ等の「厚い壁」に分類した。
２−２　心理的奥行感
　ドマや縁側等の領域を浸透させることで、内外が曖昧な中間領域
が開口部に付随している「領域の浸透」、多層のレイヤーによって
奥行感を生み出す「多層レイヤー」に分類した。
２−３　小結
　「奥行感の現れ方」の分析視点に基づき、具体的な現れ方の類型
化を行った。
第３章　機能
　抽出した事例を、第１章より導出した奥行感のある開口部まわり
の「機能(環境的機能)(視覚的機能)(空間的機能)」の分析視点か
ら、それぞれの類型化を行う(図５)。
３−１　環境的機能
３−１−１　光
　見込を効果的に用いて光の入り方を操作する事例や、窓枠を延長
して光を反射させることで、室内の奥まで光を届ける事例、面をず
らすことで、その間から天空光を取り入れる事例が確認できた。
３−１−２　風
　ウインドキャッチャーやソーラーチムニーとして機能する事例、
開口部が分割され、風取り用の窓が設けられた事例が確認できた。
３−１−３　熱
　開口部をダブルスキンとすることで、熱のバッファーゾーンを設
ける事例が確認できた。
３−２　視覚的機能
３−２−１　視線の調整
　複層に重なる開口部を意図的にずらし、視線を調整する事例や、
壁面から大きく張り出すことで外部からの視線を制御する事例、張
り出す方向を傾けることで視線を誘導する事例が確認できた。
３−２−２　開口部自体の見え方
　大きな開口部により象徴性を獲得する事例や、複数の開口部によ
ってリズムを生み出す事例、見込をテーパー加工することで大きさ
を錯覚させる事例、内部行為が外部へ現れる事例が確認できた。
３−２−３　景色の見え方
　見込を鏡面仕上げにすることで、虚像を生み出す事例や、外の景
色を縁取る額縁として機能する事例が確認できた。
３−３　空間的機能
３−３−１　身体行為
　窓台が延長し、ベンチや机、ベッドなどと一体化する事例が多く
あった。室内同士の厚い壁に設ける事例、外壁においては外に張り
出すパターンとアルコーブ状にするパターンが確認できた。
３−３−２　領域
　階段や吹抜けと一体化している事例や、垂れ壁や可動間仕切りに
よって領域形成する事例、外部環境を室内へと延長させることで、
内外の境界を曖昧化させる事例が確認できた。
３−４　小結
　奥行感のある開口部まわりの「機能」に注目し、抽出事例から類
型化を行った。平面的な開口部には備わっていない奥行感のある開
口部まわりの機能を明らかにした。
第４章　外部/室空間に与える影響に関する分析
　本章では、第２章で類型化した「奥行感の現れ方」と第３章で類
型化した「機能」の組合せによって、外部/室空間に与える影響を明
らかにする。外部のみに影響を与える操作を「外」、外部と室へ影
響を与える操作を「外・室」、室のみに影響を与える操作を「室」
として以下の①〜⑧を得た(図６)。
４−１　外
　「外」に関しては、①「開口部の見かけの大きさ」は、テーパー
加工や出窓の見込部分を拡縮させることで、内外で異なる開口部の
大きさが発生する。その結果、開口部の大きさや位置を調整するこ
とができ、立面に統一感やリズムを生み出す。②「立体的なファサ
ード」は、大きな出窓による象徴性の付与や、室機能や内部行為を
顕在化させることで、立面に内部の空間構成を表現することができ
る。加えて見込部分や抱きの素材を変えることで、ボリュームが貫
入するように表現できる。
４−２　外・室
　「外・室」において、③−１「可視域の調整」は、格子や出窓を用
いて、交わる視線の入射角を制限する。格子の竪子の見込やピッ
チ、出窓の抱きの寸法を調節し、ある範囲のみ視線を通す。逆に、
内部から見渡すことができる景色もフレーミングしている。③−２
「可視方向の調整」は、見込や抱きを傾けることで、可視方向を調
整する。通りに面する開口部等の視線が交錯する箇所に有効であ
る。④「領域の延長/引込み」は、屋内外の境界に曖昧な領域を発生
させる。内部を外部へ延長して生活シーンを展開する操作や、外部
を内部へ引き込み内外の境界を曖昧化する操作が確認できる。
４−３　室
　「室」において、⑤「光の取り入れ方」は、見込部分やスリット
の側面、湾曲した壁に反射させた間接光によって陰影に富んだ開口
部を創出する。⑥「複層の壁/屋根」は、壁や屋根をダブルスキンと
することで、開口部のズレを生み出すほか、通気層やサンルーム等
の熱の緩衝域となり、日射や外気による影響を低減させる。⑦−１
「開口部の分割」は、機能を振分け、通過する要素を限定すること
ができる。隣戸との距離によって自由に開口部を設けることができ
ない場合や、見付をFIX窓とすることで眺望用の窓を設ける際に有効
である。⑦−２「開口部の統合」は、室同士を開口部を通じて繋ぎ、
動線機能の担保や通風を行うことができる。外部を感じさせる移動
は、単なる室同士の移動を印象的に変化させる。さらに、室の面積
を減らすことなく吹抜けを設けることができる。⑧「開口部まわり
の空間化」では、什器の補完や領域形成によって、単一の室空間内
に個々の行為に対応する場所が発生し、家族間にも適度なプライバ
シーと一体感を与える。
４−４　小結
　「奥行感の現れ方」と「機能」の組合せによって、外部/室空間ご
との効果的な操作を見出し、与える影響を明示した。
第５章　設計提案
　奥行感のある開口部まわりを効果的に使用し、良好な屋内外の関
係や、室同士の繋がりを作り出す事を目指した住宅の設計を行う。
異なる周辺環境の条件に応答する為、敷地面積や建ぺい率が対照的
な「都心型住戸モデル」と「郊外型住戸モデル」の２案を設計し、
奥行感のある開口部まわりの有効性を示す。
５−１　都心型住戸モデル
　都心住宅地をイメージした狭小敷地を設定する。家族構成は、夫
婦２人と子供２人とする。密集した住宅地において、周囲からの視
線をコントロールしながら通風・採光を行う。限られた建築面積の
中で、一室空間に属しながら個人の領域を創出することで、家族同
士の距離感を調整する（図７）。
５−２　郊外型住戸モデル
　郊外住宅地をイメージとしたゆとりある敷地を設定する。家族構
成は、夫婦２人と子供３人とする。都心部と比較すると外部空間が
豊富にあることから、屋内外の境界のコントロールや視線の操作に
よって、室内から屋外へ意識を向けさせる（図８）。
第６章　結
 敷地面積や建ぺい率が対照的な２つの敷地において、奥行感のある
開口部まわりを効果的に用いることで、良好な建築の内外の関係
や、室同士の繋がりを作り出す住宅設計手法を導き出した。
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